
          一般社団法人　コンクリート改質協会

けい酸カリウムを主成分としたけい酸塩系表面含浸材の現場透水量試験結果　　「こつこつ止水にこだわり続け16年間」

止水効果が高い　＝　劣化因子の侵入抑制に効果的　　⇛⇛⇛　　コンクリート構造物の長寿命化は止水から

塗布前の現場透水量試験結果 塗布(3か月)後の現場透水量試験結果 塗布(4か月)後の現場透水量試験結果

吸水していません。

この止水力が長寿命化に貢献します。



東北地方整備局資料より引用

（実コンで現場透水量試験実施） （用いた現場透水量試験機） （第三者試験機関と連携)

【けい酸塩系表面含浸材の問題点】
①K572試験がモルタル試験で実施されること

　実際に塗布するのはコンクリートなので、モルタル試験体での結果はあくまで参考値。

②第３者試験機関で試験が実施されていない場合が多いこと

　試験は第３者試験機関で客観的、公正な試験が実施されることが重要。

③発注者による含浸材塗布後の効果が検証されていないこと

　含浸材は長寿命化の基本。発注者自らの性能確認が重要。

④止水が出来なくても長寿命化をうたっている含浸材が存在していること

　止水が出来なくてもCo2等劣化因子の侵入抑制に効果があると間違ったメッセージが発信されている。

問題点の整理

①コンクリート構造物毎に配合が異なるので、モルタル試験体での結果を鵜呑みにするのはリスクがある。

②第３者試験機関で試験が公正な試験が重要。

③含浸済みのコンクリート構造物で、発注者自らの効果検証が必要。

一般社団法人コンクリート改質協会の提案 

①　発注者に表層評価の重要性を理解してもらい、自ら評価試験を行ってもらう。（効果の検証）

②　含浸材を塗布したコンクリート構造物の追跡調査を実施する。（効果の持続性の確認)

③　含浸材を塗布した者とは関連が無い第3者試験機関で表層評価試験を実施する。(公正な試験)

一般社団法人コンクリート改質協会の取り組み

発注者間で情報共有、正しいメッセージを発信、長寿命化に貢献！

塗布面


